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はじめに

平成 23年 11月 8日・9日に，京都大学宇治キャンパス内防災研究所連携研究棟大セミ
ナー室において第 8回「異常気象と長期変動」研究集会を開催した．主催者は，伊藤久徳
(九州大学大学院理学研究院教授)で，向川均 (京都大学防災研究所教授)，木本昌秀 (東京
大学大気海洋研究所教授)，及び，余田成男 (京都大学大学院理学研究科教授)が共催した．
また，本研究集会の実施には，京都大学防災研究所一般研究集会 (23K-09)「異常気象と
低周波変動，気候変動の実態とメカニズム」，京都大学防災研究所一般共同研究 (22G-11)
「冬季対流圏における異常気象発生に対する成層圏突然昇温の影響とその予測」，21世紀
気候変動予測革新プログラム「高解像度気候モデルによる近未来気候変動予測に関する研
究」，科学研究費補助金基盤研究 (A)「気候変化における成層圏の影響の評価および力学
的役割の解明」，科学研究費補助金基盤研究 (B)「2010年夏のロシアブロッキングの成因,
予測可能性と日本の猛暑への影響の解明」，京都大学グローバル COEプログラム「極端
気象と適応社会の生存科学」からの補助を受けた．

本研究集会は，平成 15年 10月に京都大学防災研究所において実施された平成 15年度
京都大学防災研究所特定研究集会 (15S-3)「対流圏長周期変動と異常気象」の第 8回目と
して位置づけられるものであり，近年の異常気象の実態把握，異常気象を含む長期変動の
メカニズムと予測可能性の解明を目的としている．今年度の研究集会には，全国の大学
や，気象庁及び，研究機関や一般企業の研究者など90名が参加し，2日間で 36件の発表
が行われた．

講演では，中高緯度域に異常気象をもたらす主要因であるブロッキングの発生メカニズ
ムや予測可能性，2010年ロシアに過去最大級の熱波をもたらしたブロッキングに関する
解析，成層圏と対流圏の結合現象とその予測可能性，中緯度黒潮領域における海面水温分
布と低気圧活動との関係，南半球環状モードと短周期の中間規模波動擾乱との関連，爆弾
低気圧や台風の将来変化，温暖化がもたらす日本の冬季気候への影響，低次元位相空間を
用いた低周波変動の予測可能性変動に関する解析，新しいデータ同化手法やアンサンブル
予報システムの開発，ダウンスケール手法を用いた地域規模の気候予測，2010年および
2011年夏の異常天候のメカニズムなど，非常に幅広い分野について，大変興味深い研究
成果が報告された。また，各研究発表では 15分間の講演時間を確保し，各セッション間
の休憩時間も増やしたため，学会とは異なり，それぞれの新しい研究成果をもとにした熱
心な議論や，研究者間の率直な意見交換が活発に行われ，参加者からも大変有意義な研究
集会であったとの意見を数多く頂いた。従って，本研究集会をこれからも定期的に開催し
ていくべきであると考える．

興味深い研究発表と，熱心な討論を行って頂いた参加者全員にこの場をお借りして感謝
申し上げたい．

伊藤 久徳
向川 均
木本 昌秀
余田 成男
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